
2016年症例

部位別登録数

　がんの原発部位（がんの大元が発生した部位）を集計したものです。

登録数 登録数
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2,901
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2016年症例

男女別・部位別登録数

男性 女性

登録数 登録数

94 37

125 22

206 102

189 134

63 16

24 19

52 40

49 （1-3）

127 71

18 13

109 109
（1-3） 276

- 81

- 29
- 27
217 -
51 （7-9）

95 22
45 51
11 38
57 48
14 （7-9）

22 16
17 （7-9）

75 63
1,662 1,239

その他

部位

合計
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050100150200250

口腔・咽頭

食道

胃

大腸

肝臓

胆嚢・胆管

膵臓

喉頭

肺

骨軟部

皮膚

乳房

子宮頸部

子宮体部

卵巣

前立腺

膀胱

腎尿路

脳神経

甲状腺

悪性リンパ腫

多発性骨髄腫

白血病

他の造血器腫瘍

その他

男性
0 50 100 150 200 250 300

口腔・咽頭

食道

胃

大腸

肝臓

胆嚢・胆管

膵臓

喉頭

肺

骨軟部

皮膚

乳房

子宮頸部

子宮体部

卵巣

前立腺

膀胱

腎尿路

脳神経

甲状腺

悪性リンパ腫

多発性骨髄腫

白血病

他の造血器腫瘍

その他

女性

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

５歳年齢階級別・男女別登録数

男性 女性

登録数 登録数
（4-6） 12
（1-3） （1-3）

（4-6） （4-6）

（4-6） （1-3）

（7-9） （4-6）

11 15

10 21

20 48

27 82

48 94

58 89

112 86

183 97

355 204

327 145

236 146

247 186

1,662 1,239

年齢

合計
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2016年症例

診断時住所別登録数（京都府内・京都府外）

登録数

京都府内 2,572

京都府外 329

総数 2,901

2,572

（89%）

329

（11％）

京都府内

京都府外

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

症例区分

登録数

90

1,560

（4-6）

830

136

281

2,901

【診断のみ】 当院で診断後、他施設へ紹介した症例

【自施設診断・自施設初回治療開始】 当院で診断及び初回治療に関する決定がなされ、治療が開始された症例

【自施設診断・自施設初回治療継続】 当院で診断後、他施設で初回治療が開始され、その後、当院で初回治療を継続した症例

【他施設診断・自施設初回治療開始】 他施設で診断された後、当院で初回治療を開始した症例

【他施設診断・自施設初回治療継続】 他施設で診断された後、他施設で初回治療が開始され、その後、当院で初回治療を継続した症例

【初回治療終了後】 他施設で初回治療終了後に当院を受診した症例

総数

診断のみ

自施設診断・自施設初回治療開始

自施設診断・自施設初回治療継続

他施設診断・自施設初回治療開始

他施設診断・自施設初回治療継続

初回治療終了後

がんの診断および初回治療を、どの施設で開始・実施したかを判断する項目です。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診断のみ

自施設診断・自施設初回治療開始

自施設診断・自施設初回治療継続

他施設診断・自施設初回治療開始

他施設診断・自施設初回治療継続

初回治療終了後

症例区分別登録割合

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

来院経路

登録数

186

2,142

555

15

（1-3）

2,901

【自主的受診】 他施設からの紹介等ではなく、自主的に当院を選択して受診した症例

【他施設からの紹介】 他施設からの紹介で当院を受診した症例

【自施設での他疾患経過観察中】 当院で他疾患による経過観察中に、がんと診断あるいはがんが疑われた症例

【その他】 上記に当てはまらない症例（剖検で発見された場合を含む）

総数

自主的受診

他施設からの紹介

自施設での他疾患経過観察中

その他

不明

がんの診断・治療のため、どのような経路によって当院を受診したのかを把握する項目です。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自主的受診

他施設からの紹介

自施設での他疾患経過観察中

その他

不明

来院経路別登録割合

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

発見経緯

登録数

395

1,153

0

1,091

262

2,901

【がん検診・健康診断・人間ドック】 　市区町村が実施する「がん検診」・老人健康診査・自主的に受診する健康診断・

人間ドックでの結果により、医療機関を受診した症例

【他疾患経過観察中の偶然発見】 　他疾患の経過観察中に実施された検査などにより、偶然発見された症例

【剖検発見（Ａｉを含む）】 　死体解剖（剖検）ではじめて診断された症例で、Ａｉ（死亡時画像診断：Autopsy imaging）を含む

【その他】 　上記に当てはまらない症例（自覚症状による受診を含む）

総数

がん検診・健康診断・人間ドック

他疾患経過観察中の偶然発見

剖検発見（Ａｉを含む）

その他

不明

がんが診断される発端となった状況を把握するための項目です。

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

がん検診・健康診断・人間ドック

他疾患経過観察中の偶然発見

剖検発見（Ａｉを含む）

その他

不明

発見経緯別登録割合

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

胃癌 　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

209 15 （7-9） 29 15

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

193 18 （4-6） （1-3） （1-3） （1-3）

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

胃癌 治療前ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

胃癌 術後病理学的ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

京都府立医科大学附属病院



2016年症例 胃癌　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

Ⅰ期 39 133 15 0 0 0 0 0 （7-9） 0 0 0 14

Ⅱ期 （7-9） （1-3） 0 0 0 0 0 0 （7-9） 0 0 0 0

Ⅲ期 （1-3） 0 0 0 （1-3） 0 0 0 （1-3） 0 0 0 0

Ⅳ期 （1-3） 0 0 0 16 0 （1-3） 0 （1-3） 0 0 0 (4-6)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

胃癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ 手術

＋内視鏡

薬物療法のみ 薬物

＋その他

手術／内視鏡

＋薬物

治療なし

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

大腸癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

17 38 28 36 26 136

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

111 46 36 26 （7-9） （4-6） （1-3）

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大腸 治療前ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大腸 術後病理学的ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

京都府立医科大学附属病院



2016年症例 大腸癌　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

0 期 (1-3) 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅰ期 24 (4-6) 0 0 0 0 0 0 (7-9) 0 0 0 （1-3）

Ⅱ期 16 0 0 0 0 （1-3） 0 0 11 0 0 0 0

Ⅲ期 14 0 0 0 （1-3） （1-3） 0 0 14 0 (4-6) 0 （1-3）

Ⅳ期 (4-6) 0 0 0 (4-6) （1-3） 0 0 10 0 (1-3) 0 （1-3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

大腸癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ 薬物療法のみ 放射線

＋薬物

手術／内視鏡

＋薬物

手術／内視鏡

＋放射線＋薬物

治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

肝臓（肝細胞）癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

　　肝細胞癌は取扱い規約の分類が普及しているため、それに基づくステージも集計しています。

UICC　TNM分類

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

32 （4-6） 11 （4-6）

取扱い規約

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期
19 15 （7-9） （7-9）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

　　この分類は、UICC　TNM分類のみです。

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

13 （1-3） 0 0 0 0

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肝細胞癌 治療前ステージ（UICC TNM分類）

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肝細胞癌 術後病理学的ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肝細胞癌 治療前ステージ（取扱い規約）

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

肝臓（肝細胞）癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

Ⅰ期 10 0 0 0 0 0 (7-9) 0 0 0 0 (1-3) 0

Ⅱ期 (7-9) 0 0 0 0 0 (4-6) 0 0 0 0 (1-3) 0

Ⅲ期 (1-3) 0 0 0 0 0 (4-6) 0 0 0 0 0 (1-3)

Ⅳ期 0 0 0 0 (4-6) 0 (1-3) 0 0 0 0 0 (1-3)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

肝細胞癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 薬物療法のみ 薬物

＋その他

その他 治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

肝臓（肝内胆管）癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ
　胆管のうち、肝臓内の胆管に発生した癌の集計です。

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

　　肝内胆管癌は取扱い規約の分類が普及しているため、それに基づくステージも集計しています。

UICC　TNM分類

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0 （1-3） 0 0 （1-3） （1-3）

取扱い規約

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 その他
0 0 （1-3） 0 （1-3） （1-3） （1-3）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

　　この分類は、UICC　TNM分類のみです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

0 （1-3） 0 0 0 0 0

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肝内胆管癌 治療前ステージ（UICC TNM分類）

Ⅰ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肝内胆管癌 治療前ステージ（取扱い規約）

Ⅱ期 Ⅳ期 不明 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肝内胆管癌 術後病理学的ステージ

Ⅰ期

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

肝臓（肝内胆管）癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

　胆管のうち、肝臓内の胆管に発生した癌の集計です。

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

Ⅰ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

肝内胆管癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

肺癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0 72 14 18 35 32

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

0 76 （7-9） （4-6） （1-3） （4-6） 0

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肺癌 治療前ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

肺癌 術後病理学的ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療

京都府立医科大学附属病院



 2016年症例

肺癌　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

Ⅰ期 42 0 0 10 0 0 0 （1-3） 16 0 0 0 (1-3)

Ⅱ期 （4-6） 0 0 （1-3） 0 (1-3) 0 （1-3） （4-6） 0 （1-3） 0 0

Ⅲ期 （1-3） 0 0 （1-3） (7-9) (4-6) 0 0 0 0 （1-3） 0 (1-3)

Ⅳ期 0 0 0 0 24 0 (1-3) 0 （1-3） 0 0 0 (7-9)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

肺癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 放射線のみ 薬物療法のみ 放射線

＋薬物

薬物

＋その他

手術／内視鏡

＋放射線

手術／内視鏡

＋薬物

手術／内視鏡

＋放射線＋薬物

治療なし

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

乳癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

39 78 49 14 （4-6） （4-6）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

23 67 24 11 0 28 0

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

乳癌 治療前ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

乳癌 術後病理学的ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 術前治療

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

乳癌　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

0 期 17 0 0 0 0 0 0 （1-3） 17 0 （4-6） 0 0

Ⅰ期 (7-9) 0 0 0 （1-3） 0 0 （1-3） 46 0 18 0 （1-3）

Ⅱ期 （4-6） 0 0 0 （4-6） 0 0 0 36 0 （1-3） 0 0

Ⅲ期 （1-3） 0 0 0 （4-6） 0 0 0 （4-6） 0 0 0 0

Ⅳ期 0 0 0 0 （4-6） 0 0 0 0 0 0 0 （1-3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

乳癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 薬物療法のみ 手術／内視鏡

＋放射線

手術／内視鏡

＋薬物

手術／内視鏡

＋放射線＋薬物

治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

26 53 （7-9） 20 19 （7-9）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

19 41 （1-3） （1-3） （1-3） 16 0

食道癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食道癌 治療前ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食道癌 術後病理学的ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

食道癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

0 期 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3）

Ⅰ期 （7-9） 22 （1-3） 0 0 （4-6） 0 （1-3） （1-3） 0 （4-6） （1-3） （4-6）

Ⅱ期 （1-3） 0 0 （1-3） （1-3） 0 0 0 （4-6） 0 0 0 0

Ⅲ期 0 0 0 （1-3） （4-6） （1-3） 0 0 11 0 （1-3） 0 0

Ⅳ期 0 0 0 0 （7-9） （7-9） 0 0 （4-6） 0 0 0 （1-3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

食道癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ 手術

＋内視鏡

放射線のみ 薬物療法のみ 放射線

＋薬物

手術／内視鏡

＋放射線

手術／内視鏡

＋薬物

手術／内視鏡

＋放射線＋薬物

その他 治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明
（1-3） （7-9） 13 （4-6） 29 15

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明
（7-9） （1-3） （7-9） 0 0 （1-3） 0

膵臓癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

膵臓癌 治療前ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

膵臓癌 術後病理学的ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 術前治療

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

膵臓癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

0 期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅰ期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 （1-3）

Ⅱ期 （1-3） 0 0 0 （1-3） 0 0 0 （4-6） 0 （1-3） （1-3） （1-3）

Ⅲ期 0 0 0 0 （4-6） 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ期 0 0 0 0 24 0 （1-3） 0 （1-3） 0 0 0 （1-3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

膵臓癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 薬物療法のみ 薬物

＋その他

手術／内視鏡

＋薬物

手術／内視鏡

＋放射線＋薬物

その他 治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

前立腺癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0 78 72 18 （7-9） （4-6）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

0 （7-9） 36 （4-6） 0 （1-3） 0

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前立腺癌 治療前ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前立腺癌 術後病理学的ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 術前治療

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

前立腺癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

Ⅰ期 39 0 0 （4-6） 18 （4-6） 0 0 0 0 0 0 12

Ⅱ期 41 0 0 （4-6） 20 （1-3） 0 0 (1-3) 0 0 0 (1-3)

Ⅲ期 （4-6） 0 0 0 12 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ期 0 0 0 0 （7-9） 0 0 0 0 0 0 0 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

前立腺癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 放射線のみ 薬物療法のみ 放射線

＋薬物

手術／内視鏡

＋薬物

治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

　子宮のうち、子宮頸部に発生した癌の集計です。

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

35 10 （4-6） （4-6） （1-3） （4-6）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

18 10 （1-3） （1-3） 0 （1-3） 0

子宮頸癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子宮頸癌 治療前ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子宮頸癌 術後病理学的ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 術前治療

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

子宮頸癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

　子宮のうち、子宮頸部に発生した癌の集計です。

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

0 期 32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3）

Ⅰ期 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 0

Ⅲ期 0 0 0 （1-3） 0 （1-3） 0 0 （1-3） 0 0 0 0

Ⅳ期 0 0 0 （1-3） 0 （1-3） 0 0 （1-3） 0 0 0 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

子宮頸癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 放射線のみ 放射線

＋薬物

手術／内視鏡

＋薬物

治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

　子宮のうち、子宮体部に発生した癌の集計です。

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 その他

0 15 0 （1-3） （1-3） （4-6） （1-3）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

0 15 （1-3） （1-3） 0 0 0

子宮内膜癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子宮内膜癌 治療前ステージ

Ⅰ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子宮内膜癌 術後病理学的ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

子宮内膜癌　　治療前ステージ別　治療方法組み合わせ

　子宮のうち、子宮体部に発生した癌の集計です。

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

0 期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅰ期 12 0 0 （1-3） 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 0

Ⅱ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ期 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 0

Ⅳ期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

子宮内膜癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 放射線のみ 手術／内視鏡

＋薬物

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

18 24 （1-3） （1-3） （1-3） （4-6）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明

30 0 0 0 0 0 （1-3）

膀胱癌　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

膀胱癌 治療前ステージ

0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

膀胱癌 術後病理学的ステージ

0期 不明

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

膀胱癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

0 期 0 0 0 0 0 0 0 0 10 （1-3） 0 （4-6） 0

Ⅰ期 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 （1-3） 0

Ⅱ期 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 0

Ⅲ期 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0

Ⅳ期 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 （1-3）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0 期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

膀胱癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術／内視鏡

＋薬物

手術／内視鏡

＋その他

手術／内視鏡

＋放射線＋薬物

その他 治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

甲状腺癌 　　治療前ステージ　・　術後病理学的ステージ

　治療前ステージ、術後病理学的ステージとも、当院で初回治療を開始した症例のみが集計されています。

　　国際比較のため、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づき、何らかの治療が行われる以前に

　診断されたステージです。日本の一般的な臨床現場で使用されている癌取扱い規約に基づくステージとは若干

　異なる部分があります。

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

11 （1-3） （4-6） （4-6） （7-9）

　　手術が行われた症例に関して、術後に検体が提出され病理学的に算出されたステージです。

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 術前治療 不明
（7-9） 0 （1-3） （1-3） 0 0

＜治療前ステージ＞

＜術後病理学的ステージ＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

甲状腺癌 治療前ステージ

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

甲状腺癌 術後病理学的ステージ

Ⅰ期 Ⅲ期 Ⅳ期

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

甲状腺癌　　治療前ステージ別　治療方法の組み合わせ

手術のみ 内視鏡のみ
手術

＋内視鏡
放射線のみ 薬物療法のみ

放射線
＋薬物

薬物
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線

手術／内視鏡
＋薬物

手術／内視鏡
＋その他

手術／内視鏡
＋放射線＋薬物

その他 治療なし

Ⅰ期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 （1-3） （1-3） 0 0 0 （4-6）

Ⅱ期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 （1-3）

Ⅲ期 （1-3） 0 0 0 0 0 0 0 （1-3） 0 0 0 （1-3）

Ⅳ期 （1-3） 0 0 0 （1-3） 0 0 （1-3） 0 0 0 0 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

甲状腺癌 治療前ステージ別 治療方法の組み合わせ

手術のみ 薬物療法のみ 手術／内視鏡

＋放射線

手術／内視鏡

＋薬物

治療なし

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例（症例区分：自施設診断・自施設初回治療開始、他施設診断・自施設初回治療開始）かつ

診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

・当院で初回治療を開始した症例かつ診断から５ヶ月（155 日）以内に実施された治療が集計されています。

・ステージは、国際対がん連合UICCの定める病期分類方法に基づいています。

・未治療である状況で初診された場合の初回治療を集計しており、当院での治療実績そのものではありません。

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

小児がん（0～14歳のがん）　登録数

　・国際小児がん分類　第３版（International Classification of Childhood Cancer：ICCC）に基づく分類となっています。

　・当院で初回治療が開始された症例のみが集計されています。

　・2016年-2017年の2年分がまとめて集計されています。

登録数

15

（1-3）

13

（1-3）

（1-3）

（1-3）

（1-3）

（1-3）

（1-3）

10

0

0

（1-3）

57

小児がん（0～14歳のがん）　症例区分

　・がんの診断および初回治療を、どの施設で開始・実施したかを判断する項目です。

　・2016年-2017年の2年分がまとめて集計されています。

登録数

（1-3）

49

0

（7-9）

（7-9）

（7-9）

（1-3）

76

【診断のみ】 当院で診断後、他施設へ紹介した症例

【自施設診断・自施設初回治療開始】 当院で診断及び初回治療に関する決定がなされ、治療が開始された症例

【自施設診断・自施設初回治療継続】 当院で診断後、他施設で初回治療が開始され、その後、当院で初回治療を継続した症例

【他施設診断・自施設初回治療開始】 他施設で診断された後、当院で初回治療を開始した症例

【他施設診断・自施設初回治療継続】 他施設で診断された後、他施設で初回治療が開始され、その後、当院で初回治療を継続した症例

【初回治療終了後】 他施設で初回治療終了後に当院を受診した症例

【その他】 上記のいずれにも分類できない場合

診断のみ

自施設診断・自施設初回治療開始

自施設診断・自施設初回治療継続

他施設診断・自施設初回治療開始

他施設診断・自施設初回治療継続

初回治療終了後

集計対象者数

その他

その他

変換不能

総数

軟部腫瘍

胚細胞腫瘍

その他の癌

腎腫瘍

肝腫瘍

骨腫瘍

脳腫瘍

神経芽腫

網膜芽腫

主分類

白血病

リンパ腫

京都府立医科大学附属病院



2016年症例

ＡＹＡがん（15～39歳のがん）　登録数

　・ＡＹＡがん分類（AYA Site Record/WHO 2008 Definition）に基づく分類となっています。

　・当院で初回治療が開始された症例のみが集計されています。

　・2016年-2017年の2年分がまとめて集計されています。

登録数

（7-9）

（4-6）

14

（1-3）

（7-9）

10

（1-3）

83

（1-3）

0

56

192

ＡＹＡがん（15～39歳のがん）　症例区分

　・がんの診断および初回治療を、どの施設で開始・実施したかを判断する項目です。

　・2016年-2017年の2年分がまとめて集計されています。

登録数

（1-3）

120

0

72

35

47

18

295

【診断のみ】 当院で診断後、他施設へ紹介した症例

【自施設診断・自施設初回治療開始】 当院で診断及び初回治療に関する決定がなされ、治療が開始された症例

【自施設診断・自施設初回治療継続】 当院で診断後、他施設で初回治療が開始され、その後、当院で初回治療を継続した症例

【他施設診断・自施設初回治療開始】 他施設で診断された後、当院で初回治療を開始した症例

【他施設診断・自施設初回治療継続】 他施設で診断された後、他施設で初回治療が開始され、その後、当院で初回治療を継続した症例

【初回治療終了後】 他施設で初回治療終了後に当院を受診した症例

【その他】 上記のいずれにも分類できない場合

白血病

リンパ腫

主分類

脳・脊髄腫瘍

骨・軟骨腫瘍

軟部肉腫

胚細胞性　他

黒色腫・皮膚癌

癌腫

その他の癌新生物

分類不能の悪性新生物

変換不能

総数

診断のみ

自施設診断・自施設初回治療開始

自施設診断・自施設初回治療継続

他施設診断・自施設初回治療開始

他施設診断・自施設初回治療継続

初回治療終了後

その他

集計対象者数

京都府立医科大学附属病院
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